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第２章 障がい者・障がい児等を取り巻く現状 

第１節 統計資料から見た状況  

１ 手帳所持者 

（１）手帳所持者数の推移 

○  荒川区における障がい者手帳所持者から見た、身体障がい者、知的障がい者及

び精神障がい者の総数は次のとおりです。 

各年度末現在（単位：人） 

 
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

身体障がい者 

(身体障害者手帳) 
7,116 7,111 7,018 7,001 7,107 

知的障がい者 

(愛の手帳） 
1,231 1,298 1,333 1,369 1,399 

精神障がい者 

(精神障害者保健

福祉手帳) 

1,371 1,523 1,648 1,783 1,892 

合計 9,718 9,932 9,999 10,153 10,398 

※重複所持者を含む。                 荒川区障害者福祉課データより作成 

〇  平成24年度から平成28年度の5年間で、身体障害者手帳所持者は横ばい傾

向にありますが、愛の手帳所持者は168人増で約1.1倍、精神障害者保健福祉手

帳所持者は521人増で約1.4倍と増加傾向にあります。 

○  精神障害者保健福祉手帳所持者の増加要因としては、現代のストレス社会の中で、

うつ病などの統合失調症以外の精神疾患と呼ばれる患者数が増加してきたこと、手

帳の所持に対する周囲の理解が進んだことなどが考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

荒川区障害者福祉課データより作成 
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（２）身体障害者手帳所持者 

○ 手帳を所持する人の等級別人数及び障がい別人数は、次表のとおりです。障がい

の種別では、肢体不自由が最も多く、次いで内部障がい、聴覚・言語機能障がい、

視覚障がいの順となっています。障がいの程度については、1、2級の重度障がい

者が3,614人で全体の約５割となっています。 

平成29年3月31日現在（単位：人） 

 
 ※表中（ ）内は、18歳未満の者の内数である。   荒川区障害者福祉課データより作成  

 

   〇 身体障がい者の障がい種別内訳では、いずれの年度においても肢体不自由の数が

多くなっています。増加の割合が大きいのは聴覚・言語機能障がいで、平成24年

度と平成28年度を比較すると、673人から733人へ増加し、約1.1倍となっ

ています。 

 
荒川区障害者福祉課データより作成 

(27) (20.8%)

44 213 442 1,587 22.3%

(4) (10) (19)

1,150 16.2%

(40) (30.8%)

172 193 60 1,183 16.6%

(7) (25)

(0)

(1)

(3)

50.2% 7.4% 10.3%

232

(9)

(25)

32.1%

527 733 2,277

45 118

(4)

71 0

(5)

(0)

35 177

合計 比率

696

(33)

758

(17)

1,543 2,431 34.2%

(6)

(0) (30) (23.1%)

160 32

(1) (0)

(1) (12)

(14.6%)

381 5.4%

(5) (3.8%)

100.0%

100.0%
(130)

375 5.3%

(9) (6.9%)

7,107
合計

比率

肢体不自由 視覚障がい
聴覚・言語
機能障がい

内部障がい

755

(13)

888

(4)

区分

１級

２級

３級

４級

５級

６級

310

(2)

163

(4)

3,570

(73)

(1)

3,709 3,706 3,694 3,644 3,570 

541 530 524 516 527 
673 676 581 602 733 

2,193 2,199 2,219 2,239 2,277 
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（３）愛の手帳所持者 

  〇 愛の手帳を所持する知的障がい者の内訳は、次表のとおりであり、1、2度の重

度障がい者が339人で全体の24.２%となっています。 

平成29年3月31日現在（単位：人） 

 

 ※表中（ ）内は、18歳未満の者の内数である。 荒川区障害者福祉課データより作成  

 

  〇 障がい程度において、平成 24年度と平成 28年度を比較すると、4度は 592

人から715人へ増加し、約1.2倍となっています。その他、1、2、3度は横ばい

の推移となっています。 

 

荒川区障害者福祉課データより作成 

 

（４）精神障害者保健福祉手帳所持者 

  〇 精神障害者保健福祉手帳を所持する人は、1,892人となっており、内訳は次表の

とおりです。 

平成29年3月31日現在（単位：人） 

程度 １級 ２級 ３級 合計 

人数 107 920 865 1,892 

比率 5.7% 48.6% 45.7% 100.0% 

荒川区障害者福祉課データより作成 

 

4.1%

３度

(151) (284)

20.1% 24.7% 51.1% 100.0%

345 715 1,399

(73)

(25.7%) (53.2%) (100.0%)

程度

人数

比率

１度 ２度

(53)

(18.6%)(2.5%)

282

４度 合計

57

(7)

56 55 55 58 57 

264 273 278 282 282 
319 327 330 336 345 

592
643 670 693 715 

0
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  〇 精神障がいで通院治療を受けている人に、所得に応じて医療費の自己負担分を助

成する自立支援医療（精神通院医療）の延べ申請者数は、平成29年3月31日現

在5,539人となっており、平成24年度末の2,676人と比較すると約2.1倍と増

加傾向にあります。 

 

２ 難病患者 

  〇 難病患者の推移は以下のとおりです。 

各年度3月1日現在（単位：人） 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

1,913 2,022 2,234 2,147 2,333 

荒川区障害者福祉課データより作成 

 

 
荒川区障害者福祉課データより作成 

  〇 平成24年度と平成28年度を比較すると約1.2倍となっており、対象疾患

の拡大などにより、受給者は増加傾向にあります。 

  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

難病医療費助成に係る受給者証所持者（各年度末）
（人） 
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３ 障害児通所支援利用者（手帳不所持の方） 

  〇 障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）の推移は以下のとおりです。 

 

各年度末時点（単位：人） 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

98 111 149 195 275 

荒川区障害者福祉課データより作成 

 

 

荒川区障害者福祉課データより作成 

 

  〇 平成24年度と平成28年度を比較すると約2.8倍となっており、利用者は年々

増加しています。 
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第２節 障がい者意向調査結果から見た状況 

○  平成29年6月に「障がい者意向調査」を実施しました。調査対象は、平成29

年5月1日時点の身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉

手帳所持者、難病医療費助成対象者※、障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）

の５つの調査区分です。 

配布数 有効回収数 有効回収率

身体障害者手帳所持者 5,653通 3,086通 54.6%

愛の手帳所持者 1,098通 506通 46.1%

精神保健福祉手帳所持者 1,625通 716通 44.1%

難病患者 1,155通 646通 55.9%

障害児通所支援利用者 141通 67通 47.5%

小計 9,672通 5,021通 51.9%

身体障害者手帳所持者 17通 9通 52.9%

愛の手帳所持者 111通 70通 63.1%

小計 128通 79通 61.7%

9,800通 5,100通 52.0%

施
設
入
所

在
宅

合計  
※ 障害者総合支援法の対象疾病罹患者（人工透析・Ｂ型肝炎・核酸アナログ製剤を除く） 
※ 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第二位を四捨五入して算

定しています。そのため、合計が100％にならない場合があります。また、複数回答形式の

場合、回答比率の合計は通常100％を超えています。 

※ 以後の図表中の「ｎ」は、回答対象者の母数を表しています。 

 

 

【在 宅 者】 

１ 性別と年齢について 

 （１）回答者の性別 

○  身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者は、男性・女性の比率が約半々となっ

ています。難病患者は、男性37.9％、女性61.8％となっています。障害児通所

支援利用者（手帳不所持の方）は、男性74.6％、女性25.4％で男性が多くなっ

ています。 
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（２）年齢構成 

○  身体障がい者と難病患者では65歳以上、知的障がい者では18～29歳、精神

障がい者は同率で40～49歳、50～59歳が最も多くなっています。障害児通所

支援利用者（手帳不所持の方）は、5歳が40.3％で最多となっています。身体障

がい者については、65歳以上で手帳を取得した人が手帳所持者の40.1％に上る

こともあり、65歳以上の高齢者の割合が特に多くなっています。 
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２ 家族及び住まいの状況 

（１）家族の状況 

○  本人を含めた同居者数は、精神障がい者では1人と2人の割合がほぼ同数で、

僅差ではありますが、今回調査で初めて「１人」が最多（27.1％）となりました。

身体障がい者・難病患者では2人（配偶者と本人）が、知的障がい者では3人（父

母と本人）、障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）では4人世帯（父母と本

人・兄弟）が最も多くなっています。 

 

 

（２）住まいの状況 

○  住居状況については、身体障がい者・難病患者で｢一戸建ての持ち家｣の割合が

40％以上、知的障がい者でも30％以上と最も多くなっています。一方、精神障

がい者では「賃貸マンション・アパート」の割合が32.8％、障害児通所支援利用

者（手帳不所持の方）では「分譲マンション」の割合が49.3％で最も多くなって

います。 
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３ 日常生活について 

（１）日常生活動作における介助の必要度 

○  日常生活動作について、一人でできるのか、手助けが必要かを尋ねた設問の回答

結果です。 

○  「手助けが必要」（一部に必要及び全部に必要）と答えた項目について調査区分

別に見ると、身体介護については、身体障がい者は「歩行」の割合が32.5％、知

的障がい者は「入浴」の割合が39.2％で最も高く、難病患者では、身体介護に係

る項目の割合はいずれも10％未満となっています。また、障害児通所支援利用者

（手帳不所持の方）は、５歳以下が76.0％を占めることもあり、「入浴」の割合

が65.7％、「歯磨き・洗顔」が62.7％、「トイレ」が43.3％と、手助けが必要

な割合が高くなっています。 

○  家事及び行動上の援助については、身体障がい者では｢布団干し｣の割合が

52.8％、知的障がい者では｢金銭管理｣が81.8％、精神障がい者では｢近所付き合

い｣が52.2％、難病患者では、「布団干し」の割合が24.1％、障害児通所支援利

用者（手帳不所持の方）では「公共交通機関の利用」が88.1%で、それぞれ最も

高くなっています。 

○  5つの調査区分とも、身体介護に比べ、家事及び行動上の援助の需要がより高く、

知的障がい者・精神障がい者・障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）について

は、行動上の援助の必要性が高いといえます。 

 

  



第２章 障がい者・障がい児等を取り巻く現状 

24 
 

【身体障がい者】 
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【知的障がい者】 
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歯磨き・洗顔などをすること

室内の掃除・整理整頓をすること

洗濯をすること

布団を干すこと

お金の管理をすること

電話を受けたり、かけたりすること

規則的に服薬すること

病院にいくこと

近所に買い物にいくこと

バス・都電・電車を利用すること

無
回
答

全
部
に

手
助
け

が
必
要

一
部
に

手
助
け

が
必
要

自
分
で

で
き
る

≪要介助≫（n=506）
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【精神障がい者】 

 

  
 
 
  

53.9 

47.8 

61.3 

62.7 

57.4 

64.4 

53.4 

71.2 

69.3 

71.8 

65.6 

43.0 

32.0 

36.7 

24.0 

22.1 

29.5 

25.6 

30.6 

17.3 

19.7 

18.4 

19.1 

32.4 

11.0 

12.3 

12.0 

12.6 

10.3 

7.1 

12.6 

8.2 

8.4 

6.6 

12.4 

19.8 

3.1 

3.2 

2.7 

2.7 

2.8 

2.9 

3.5 

3.2 

2.7 

3.2 

2.8 

4.7 

食事の支度や後片付けをすること

身のまわりの掃除・整理整頓をすること

ごみ出しをすること

洗濯をすること

日常の買い物をすること

清潔や身だしなみに気をつけること

お金の管理をすること

バス・電車などを利用すること

定期的に通院すること

指示されたとおり服薬すること

銀行・郵便局等を利用すること

近所づきあいをすること

無
回
答

全
部
に

手
助
け

が
必
要

一
部
に

手
助
け

が
必
要

自
分
で

で
き
る

≪要介助≫（n=716）
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【難病患者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.9

93.8

82.0

91.5

94.7

91.5

94.1

78.8

80.7

73.2

91.5

92.0

83.3

80.3

84.7

7.6

2.9

9.8

5.3

2.0

3.7

2.6

13.2

10.5

11.9

4.5

3.4

9.4

10.7

6.7

2.3

1.2

6.2

2.3

2.2

3.7

1.5

5.9

6.8

12.2

3.3

3.4

6.0

7.1

7.0

2.2

2.0

2.0

0.9

1.1

1.1

1.7

2.2

2.0

2.6

0.8

1.2

1.2

1.9

1.7

歩くこと

食事をすること

食事の支度や後片付けをすること

シャツを着たり、ズボンやスカートをはいたりする

こと

トイレで用を足し、後始末をすること

入浴し、身体や髪を洗うこと

歯磨き・洗顔などをすること

室内の掃除・整理整頓をすること

洗濯をし、干し、たたむこと

布団を干すこと

電話を受けたり、かけたりすること

規則的な服薬をすること

病院にいくこと

近所に日常の買い物にいくこと

バス・都電・電車を利用すること

（n=646） ≪要介助≫

無
回
答

全
部
に

手
助
け

が
必
要

一
部
に

手
助
け

が
必
要

自
分
で

で
き
る
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【障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.0

73.1

65.7

56.7

34.3

37.3

22.4

11.9

1.5

23.9

20.9

28.4

37.3

43.3

50.7

25.4

4.5

3.0

13.4

14.9

28.4

19.4

26.9

62.7

歩くこと

食事をすること

シャツを着たり、ズボンやスカートをはくこと

トイレで用を足し、後始末をすること

入浴し、身体や髪を洗うこと

歯磨き・洗顔などをすること

室内の掃除・整理整頓をすること

バス・都電・電車を利用すること

≪要介助≫（n=67）

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無
回
答

全
部
に

手
助
け

が
必
要

一
部
に

手
助
け

が
必
要

自
分
で

で
き
る
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（２）日常のことや困りごとの相談相手 

○  いずれの調査区分でも、「家族・親戚」の割合が最も高くなっていますが、特に

知的障がい者においては「計画相談・障害児相談支援事業所の相談支援専門員」が、

区窓口と並ぶ相談先となっており、計画相談・障害児相談支援事業所に相談体制の

強化を引き続き働きかけていく必要があります。 

 
【身体障がい者】 

 
 

【知的障がい者】 

 

 

  

71.0 

21.2 

14.0 

5.3 

5.2 

3.2 

2.3 

2.1 

8.3 

6.4 

8.0 

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

友人・知人

ホームヘルパー・保健師・訪問看護師

障害者福祉課・たんぽぽセンターなどの区の職員

近所の人

障害者相談員・民生委員・児童委員

計画相談・障害児相談支援事業所の相談支援専門員

勤務先の人

その他

誰もいない

無回答

(%)（n=3,086）

72.5 

16.8 

16.2 

14.0 

13.6 

8.9 

6.7 

2.8 

22.5 

2.2 

5.5 

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

障害者福祉課・たんぽぽセンターなどの区の職員

勤務先の人

計画相談・障害児相談支援事業所の相談支援専門員

友人・知人

ホームヘルパー・保健師・訪問看護師

障害者相談員・民生委員・児童委員

近所の人

その他

誰もいない

無回答

(%)（n=506）
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【精神障がい者】 

 

 

  

61.9 

44.7 

27.5 

10.2 

9.8 

9.2 

8.0 

8.0 

7.8 

6.6 

6.0 

5.7 

5.0 

3.2 

2.8 

2.1 

2.1 

1.1 

0.7 

0.6 

0.4 

6.4 

5.6 

2.1 

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

病院・診療所の医師・看護師等

友人・知人

生活福祉課の職員

障害者福祉課の職員

精神障害者地域支援センター（アゼリア）の職員

作業所の職員

保健所の保健師

ケアマネージャー

ホームヘルパー

訪問看護ステーションの看護師

社会福祉協議会（じょぶ・あらかわ等）の職員

グループホームや福祉ホームの職員

近所の人

精神保健福祉センターの職員

荒川区精神障がい者相談支援事業所（コンパス）の職員

地域包括支援センターの職員

高齢者福祉課の職員

民生委員・児童委員

成年後見人

子ども家庭支援センターの職員

その他

誰もいない

無回答

(%)（n=716）
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【難病患者】 

 
 

  

73.5 

31.7 

26.3 

7.1 

5.3 

3.7 

2.8 

1.4 

1.4 

1.1 

0.9 

0.8 

0.6 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

1.5 

9.3 

3.4 

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

病院・診療所の医師・看護師等

友人・知人

ケアマネージャー

職場の人

近所の人

地域包括支援センターの職員

障害者福祉課の職員

訪問看護ステーションの看護師

ホームヘルパー

高齢者福祉課の職員

民生委員・児童委員

生活福祉課の職員

学校の先生

計画相談支援事業所の相談支援専門員

保健所の保健師

子ども家庭支援センターの職員

その他

誰もいない

無回答

(%)(%)（n=646）
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【障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）】 

 

 

４ 就労の状況 

 （１）就労の状況 

○  就労については、難病患者で「働いている」人の割合が52.0％と最も多く、次

いで知的障がい者が46.4％、精神障がい者が30.3％、身体障がい者が20.3％と

なっています。 

○  身体障がい者については、全体の74.2％が65歳以上であるため、就労率が低

くなっています。 

 

77.6

58.2

58.2

55.2

19.4

10.4

10.4

7.5

4.5

3.0

0.0

7.5

1.5

3.0

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

障害者福祉課・たんぽぽセンター、子ども家庭センターなどの区の職員

保育園・幼稚園・学校

友人・知人

医療機関

ホームヘルパー・保健師・訪問看護師

インターネット

スクールカウンセラー

障害児相談支援事業所の相談支援専門員

近所の人

障害者相談員・民生委員・児童委員

その他

誰もいない

無回答

(%)
（n=67）

52.0 

30.3 

46.4 

20.3 

47.5 

68.3 

52.8 

77.7 

0.5 

1.4 

0.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

難病患者

(n=646)

精神障がい者

(n=716)

知的障がい者

(n=506)

身体障がい者

（n=3,086) 働いている

働いていない

無回答
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 （２）働いている人の就労の形態 

○  働いている人の就労の形態は、身体障がい者では｢会社員・団体職員（フルタイ

ム）｣が37.5％で最も多く、次いで｢パートタイマー・アルバイト｣が27.2％となっ

ています。 

○  知的障がい者では、｢就労継続支援B型｣が32.8％で最も多く、次いで｢パート

タイマー・アルバイト｣が23.0％となっています。 

○  精神障がい者では、「パートタイマー・アルバイト」が18.4％で最も多く、次

いで｢就労継続支援B型｣が15.2％となっています。 

○  難病患者では、「会社員・団体職員（フルタイム）」が52.1％で最も多く、次

いで｢パートタイマー・アルバイト｣が29.2％となっています。 

○  平成22年度調査に比べ、知的障がい者の福祉的就労（作業所等）の割合が減り、

一般就労（会社員・パートタイマー等）の割合が増えており、職場定着支援など、

一般就労者に対する支援を充実していく必要があります。 

 

 
  
 
 
  

52.1 

10.1 

21.7 

37.5 

29.2 

18.4 

23.0 

27.2 

14.3 

0.5 

1.3 

0.2 

0.0 

4.1 

5.1 

0.6 

0.0 

15.2 

32.8 

0.8 

0.6 

0.9 

0.4 

3.0 

0.0 
3.2 

0.9 

9.6 

1.8 

0.0 0.0 

0.0 

0.9 

3.2 

3.4 

19.5 

1.2 

44.2 

11.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

難病患者

(n=646)

精神障がい者

(n=716)

知的障がい者

（n=506)

身体障がい者

(n=3,086)

会社員・団体職員（フルタイム）

パートタイマー・アルバイト

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

内職業

自営業

家業手伝い

その他

無回答
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【知的障がい者】 

 
※ 平成16年度、平成22年度調査では、「就労移行支援」、「就労継続支援Ａ型」、「就労継続支援Ｂ型」

の項目はありません。 

※ 平成29年度調査では、「福祉作業所」の項目はありません。 

 
 

（３）就労していない理由（複数回答） 

○  就労していない理由は、身体障がい者では、65歳以上の方が全体の74.2％に

上っていることから、｢仕事をする年齢ではない｣が63.9％と最も多くなっていま

す。 

○  知的障がい者でも、｢仕事をする年齢ではない｣が42.3％と最も高くなっていま

すが、背景として、就学年齢層が全体の16.2％、65歳以上が8.9％を占めてい

ます。続いて、｢生活訓練・職業訓練中である｣が13.5％となっています。 

○  就労年齢である18～64歳が全体の80.7％を占める精神障がい者では、｢仕事

をする体力、気力がない｣が51.1％、｢病気の為｣が16.4％となっています。 

○  65歳以上が41.3％に上る難病患者では、「仕事をする年齢ではない」が51.5％

となっています。  

 

 

 

 

21.7 

20.9 

18.0 

23.0

20.9

19.9

49.5 

54.0 

1.3 5.1 32.8

0.4 

0.5 

0.6 

0.9 

2.4 

5.0 

3.4 

3.9 

1.2 

11.5 

1.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29年度調査
（n=235）

平成22年度調査
（n=206）

平成16年度調査
（n=161）

会社員・団体職員（フルタイム） パートタイマー・アルバイト

福祉作業所 就労移行支援

就労継続支援Ａ型 就労継続支援Ｂ型

内職業 自営業

その他 無回答
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【身体障がい者】 

 
【知的障がい者】 

 

63.9 

6.3 

4.0 

2.5 

1.3 

29.8 

5.4 

0 20 40 60 80 100

仕事をする年齢ではない

自分に適した職業・職場がない

仕事を探したが雇用されない

仕事を探している

生活訓練・職業訓練中である

その他

無回答

(%)（n=2,399）

42.3 

13.5 

10.5 

8.2 

5.6 

5.2 

18.4 

9.7 

0 20 40 60 80 100

仕事をする年齢ではない

生活訓練・職業訓練中である

自分に適した職業・職場がない

病気の為

働きたいが仕事がない

仕事を探している

その他

無回答

(%)（n=267）



第２章 障がい者・障がい児等を取り巻く現状 

36 
 

  
【精神障がい者】 

 
 
【難病患者】 

 

 

51.1 

16.4 

12.7 

11.5 

10.8 

2.5 

19.8 

8.2 

0 20 40 60 80 100

仕事をする体力・気力がない

病気の為

自分に適した職業・職場がない

仕事をしたいが雇用されない

仕事を探している

学校・職業訓練校に通っている

その他

無回答

(%)
（n=489）

51.5 

5.9 

5.9 

5.2 

0.7 

38.1 

4.9 

0 20 40 60 80 100

仕事をする年齢ではない

仕事を探したが雇用されない

仕事を探している

自分に適した職業・職場がない

生活訓練・職業訓練中である

その他

無回答

(%)(%)（n=307）
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５ 地震・火災などの災害時の状況 

○  地震・火災などの災害時の避難にあたり、一人で避難できない割合（未就学児の

場合は、保護者一人で子どもを連れて避難できない割合）は、知的障がい者が最も

高く68.8％、次いで身体障がい者が48.2％、精神障がい者が30.7％、障害児通

所支援利用者が19.4％、難病患者が15.5％となっており、特に知的障がい者に

ついて、援助者の必要性が高くなっています。 

○  また、一人で避難が｢できない｣と答えた人の中で、「援助者がいない」と答えた

人の割合は、精神障がい者が42.7％（94人）で最も多く、難病患者が36.0％（36

人）、身体障がい者が32.0％（475人）、知的障がい者が12.1％（42人）、

障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）が22.2％（2人）となっており、１人

暮らしの多い精神障がい者で援助者がいない割合が高いものの、実人数としては身

体障がい者が最も多くなっています。調査回答者の合計で約６５０名が、災害時に

避難援助者を必要としており、援助者の確保が課題といえます。 

 

 

 

 

 

  

79.1 

83.3 

66.6 

29.4 

49.3 

19.4 

15.5 

30.7 

68.8 

48.2 

1.5 

1.2 

2.7 

1.8 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障がい児

(n=67)

難病患者

(n=646)

精神障がい者

(n=716)

知的障がい者

(n=506)

身体障がい者

（n=3,086)

できる

できない

無回答

災害時の避難
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一人で避難が「できない」と答えた人の、援助者の有無 

【身体障がい者】 

   

 

 

【知的障がい者】 

 

 

【精神障がい者】 

 

 

【難病患者】 

 

 

70.6

65.3

28.0

32.0

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる(n=1522)

できない(n=1486)

いる いない 無回答

81.9

86.2

16.1

12.1

2.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる (n=149)

できない (n=348)

いる いない 無回答

60.0

55.9

39.2 

42.7 

0.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる(n=477)

できない(n=220)

いる いない 無回答

77.9

63.0

21.0

36.0

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる(n=538)

できない(n=100)

いる いない 無回答
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【障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）】 

 

 

６ 福祉サービスの利用状況（複数回答） 

○  身体障がい者のサービス利用状況では、利用率が39.2％と最多の「福祉タクシー

券」のほか、介護保険と共通するサービスである「ホームヘルプ」が多く、また認

知度も高くなっています。障がい部位及び年齢により、利用できるサービスが異な

るため、対象者数の少ないサービスについては、認知度が高くないものもあります。 

○  知的障がい者のサービス利用状況では、「計画相談支援」の利用が最も多く

（30.6％）、「障害児相談支援」（4.7％）と合わせると、35.3％の方が自立支

援給付・障害児通所給付（法定サービス）を利用していることがわかります。その

中で利用率が高いサービスは「放課後等デイサービス」「ショートステイ」です。

地域生活支援事業の「ガイドヘルパー（移動支援）」も利用者が多くなっています。

また、成年後見制度の認知度は年々上がってきていますが、実際に利用している人

は少数にとどまっており、引き続き利用支援を行っていく必要があります。 

○  精神障がい者のサービス利用状況では、金銭面等の支援の「都営交通無料乗車券」

の利用が最も多く71.9％となっています。現在、最も多く利用されている施設は

「就労移行・就労継続支援（作業所）」で、10.8％の人が利用中です。精神障害

者地域生活支援センター「アゼリア」、精神障害者相談支援事業所「コンパス」を

利用していない人の理由として、「知らない」が多いことから、認知度の向上が必

要です。 

○  難病患者のサービス利用状況では、在宅系サービスの「デイサービス」の利用が

最も多く4.3％となっています。現在最も多く利用されている施設は「荒川区保健

所」で、11.1％の人が利用中または利用したことがあります。 

80.7

77.8

19.3

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる（n=57）

できない（n=9）

0 

0 

いる いない 無回答
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○  障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）のサービス利用状況では、在宅系サー

ビスは「児童発達支援」の利用が最も多く28.4％となっています。最も多く利用

されている施設は「心身障害者福祉センター（荒川たんぽぽセンター）」で、68.7％

の人が現在利用中です。 

 

【身体障がい者】（n=3,086） 

＜在宅系サービス＞

11.7% 4.2%

48.3%

27.8%

50.8%

33.8%

48.8%

59.8%

53.1%

53.0%

54.2%

17.1%

57.9%

59.4%

57.7%

48.5%

24.2%

43.2%

19.5%

21.9%

23.7%

22.8%

25.3%

17.9%

26.0%

25.5%

25.3%

19.8%

18.5%

19.9%

15.9%

2.3%

2.4%

2.7%

0.2%

0.2%

0.3%

0.4%

0.5%

0.4%

12.1%

0.1%

0.8%

4.2%

1.2%

0.2%

0.1%

0.2%

0.4%

0.4%

0.2%

4.6%

0.2%

19.9%

15.9%

14.9%

16.6%

17.8%

23.4%

22.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

留守番看護師派遣

日中一時支援

緊急一時保護

放課後等デイサービス

デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

児童発達支援

地域定着支援

ショートステイ

ガイドヘルパー

ホームヘルプ

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜日常生活補助用具＞

30.8%

28.0%

29.4%

37.2%

29.2%

18.6%

19.9%

21.2%

19.7%11.2%

3.8%

8.2%

10.4%

9.0%

4.7%

10.1%

2.7%

36.9%

28.8%

40.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

紙おむつ等

住宅設備改善

日常生活用具

補装具

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

 

 

 

＜コミュニケーション支援＞

55.5%

57.6%

23.2%

23.1%

0.6%

0.2%

0.8%

0.3%

19.9%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

手話通訳者派遣

対面音訳者派遣

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

 

＜衛生に係るサービス＞

50.0%

33.6%

19.9%

23.9%

42.1%

57.6%

20.7%

20.6%

21.8%

2.4%

0.5%

3.9%

0.2%

1.4%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

巡回入浴

理美容

寝具乾燥消毒

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜交通手段に係るサービス＞

41.8%

18.0%

16.5%

12.7%

13.5%

39.2%

4.4%

5.3%

23.8%

24.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コミュニティバス乗車券

福祉タクシー券

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜その他のサービス＞

26.5%

47.4%

36.1%

29.0%

32.1%

19.8%

54.3%

50.4%

39.1%

50.9%

31.4%

40.5%

49.8%

49.3%

44.0%

55.0%

26.8%

20.0%

19.8%

21.1%

20.9%

22.3%

24.4%

16.4%

20.0%

20.1%

4.2%

2.2%

0.4%

0.1%

0.6%

0.1%

0.8%

1.0%

10.7%

0.3%

1.1%

1.7%

1.1%

0.8%

0.4%

0.2%

0.8%

4.2%

1.8%

0.4%

24.9%

26.9%

26.4%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害児相談支援

地域移行支援

計画相談支援

地域福祉権利擁護事業

補助犬利用

成年後見人制度

就学相談・教育相談

緊急通報システムの設置

配食サービス

電話料金の補助

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜施設利用＞ 

27.7%

29.2%

48.5%

18.9%

27.8%

21.3%

21.0%

26.3%

24.1%

30.0%

53.0%

61.5%

35.8%

48.1%

45.7%

19.1%

59.0%

51.4%

58.1%

58.6%

53.5%

53.3%

45.5%

21.4%

19.5%

19.6%

19.7%

19.4%

19.4%

20.5%

19.9%

20.1%

19.9%

19.6%

19.2%

16.9%

1.6%

0.9%

0.7%

0.3%

1.0%

0.1%

0.1%

0.3%

1.0%

3.1%

0.2%

0.6%

0.4%

4.5%

11.3%

4.8%

3.8%

9.0%

0.9%

0.4%

0.4%

0.3%

1.2%

2.4%

0.2%

0.2%

17.9%

34.5%

25.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

障害者福祉会館 
（アクロスあらかわ） 

心身障害者福祉センター 
（荒川たんぽぽセンター） 

の療育訓練 

荒川福祉作業所 
荒川生活実習所 

尾久生活実習所 
（希望の家本所・分場） 

民間作業所 
（あさがお作業所・ 
作業所ボンエルフ） 

グループホーム 

就労支援センター 

（じょぶ・あらかわ） 

荒川区保健所 

東京都心身障害者 
福祉センター 

東京都障害者 

総合スポーツセンター 

ハローワーク足立 

（足立公共職業安定所） 

東京都障害者休養ホーム 

東京都児童相談所 
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【知的障がい者】（n=506） 

＜在宅系サービス＞

10.7%

4.3%

38.7%

25.1%

32.4%

50.4%

46.4%

36.4%

32.6%

42.3%

42.9%

15.8%

16.4%

17.4%

13.2%

12.1%

8.5%

16.2%

4.9%

9.7%

1.0%

4.2%

0.2%

1.2%

2.4%

1.2%

8.3%

4.0%

5.3%

3.4%

3.4%

1.0%

1.0%

7.3%

0.4%

3.4%

23.7%

24.1%

31.8%

35.0%

17.6%

15.2%

13.4%

13.0%

55.7%

66.2%

67.6%

46.0%

67.0%

17.0%

17.4%

14.6%

13.0%

18.2%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日中一時支援

緊急一時保護

放課後等デイサービス

デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

児童発達支援

地域定着支援

ショートステイ

ガイドヘルパー

ホームヘルプ

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

 

＜日常生活補助用具＞

50.2%

57.1%

55.1%

15.0%

16.8%

15.8%

10.3%

4.2%

3.2%

1.6%

3.0%

4.0%

22.9%

20.9%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

紙おむつ等

日常生活用具

補装具

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答



第２章 障がい者・障がい児等を取り巻く現状 

46 
 

＜その他のサービス＞

30.6%

16.2%

17.4%

15.2%

17.6%

19.2%

13.0%

23.7%

41.5%

22.7%

21.9%

49.0%

51.4%

67.6%

67.0%

55.7%

66.2%

64.0%

37.2%

58.7%

40.5%

37.9%

43.9%

16.4%

21.1%

18.2%

17.4%

19.4%

14.6%

14.4%

14.4%

17.2%

17.8%

18.2%

14.6%

3.8%

0.0%

0.0%

1.6%

1.2%

2.4%

1.2%

4.7%

0.2%

3.2%

4.7%

3.4%

0.2%

0.4%

0.8%

0.4%

7.3%

1.0%

1.0%

4.2%

3.0%

13.4%

18.6%

13.0%

28.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設入浴

障害児相談支援

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

児童発達支援

地域定着支援

地域移行支援

計画相談支援

地域福祉権利擁護事業

成年後見人制度

就学相談・教育相談

コミュニティバス乗車券

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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 ＜施設利用＞ 

 

12.1%

4.7%

10.3%

1.2%0.8%

0.0%

6.7%

0.2%

0.0%1.8%

4.3%

2.2%

10.1%

0.4%

1.8%

17.8%

25.7%

7.5%

2.0%

0.0%

0.8%

22.9%

5.1%

0.8%

17.4%

18.8%

10.9%

8.1%

3.0%

20.4%

33.4%

29.8%

24.5%

18.6%

5.3%

39.3%

38.7%

34.0%

32.4%

30.6%

29.1%

35.8%

24.5%

11.5%

25.7%

24.7%

26.1%

45.3%

63.4%

78.9%

35.8%

16.8%

33.4%

42.9%

35.8%

34.4%

37.2%

43.7%

69.6%

37.5%

12.1%

13.6%

12.5%

14.8%

15.0%

24.1%

14.8%

27.3%

23.9%

14.4%

13.4%

14.0%

13.6%

15.6%

14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者福祉会館

（アクロスあらかわ）

心身障害者福祉センター

（たんぽぽセンター）

地域活動支援センター

（スクラムあらかわ）

精神障害者地域生活支援

（支援センター・アゼリア）

荒川区精神障がい者相談支援

事業所・コンパス

グループホーム

荒川区保健所

就労移行支援・就労継続支援

（福祉作業所）

生活介護施設

（生活実習所など）

東京都心身障害者福祉センター

東京都障害者

総合スポーツセンター

ハローワーク足立

（足立公共職業安定所）

じょぶあらかわ

（就労支援センター）

東京都障害者休養ホーム

東京都児童相談所

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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【精神障がい者】（n=716） 

＜在宅系サービス＞ 

 

 

＜金銭面等の支援＞ 

 

 

6.8%

0.8%

0.8%

0.4%

0.6%

8.9%

2.2%

8.9%

1.7%

2.5%

2.1%

0.6%

1.7%

1.3%

2.0%

1.1%

9.4%

2.0%

22.6%

26.3%

9.5%

7.0%

12.2%

31.7%

14.7%

24.9%

14.5%

58.4%

61.3%

79.7%

80.0%

75.0%

48.9%

72.3%

47.3%

71.6%

9.6%

9.5%

9.4%

10.9%

11.0%

8.5%

9.6%

9.5%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームヘルプ

ショートステイ

地域定着支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

訪問看護

移動支援

医療機関等デイケア

社会適応訓練

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

36.7%

57.1%

3.9%

71.9%

24.7%

28.5%

2.0%

7.4%

2.4%

5.3%

15.5%

1.3%

29.5%

4.5%

34.5%

8.9%

18.9%

24.9%

24.4%

21.5%

49.6%

7.1%

31.6%

38.4%

7.4%

9.5%

9.6%

6.7%

9.4%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害年金

医療費の公費負担

都営住宅の優先入居

都営交通無料乗車券

公立施設使用料の減額、免除

ＮＨＫ受信料の減額、免除

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜その他のサービス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0%

0.8%

12.3%

1.4%

1.4%

6.1%

0.4%

0.4%

0.7%

3.9%

1.4%

1.5%

14.0%

5.3%

33.8%

9.6%

7.4%

9.9%

8.2%

19.8%

17.5%

54.1%

78.6%

66.8%

78.2%

77.0%

49.9%

68.3%

10.8%

10.2%

9.6%

9.1%

11.9%

10.2%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成年後見人制度

あんしんサポート

（地域福祉権利擁護事業）

計画相談支援

地域移行支援

障害児相談支援

保健所相談

こころの夜間電話相談

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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＜施設利用＞ 

 

1.0%

9.2%

1.7%

10.8%

2.2%

0.6%

5.0%

0.6%

4.3%

8.5%

13.1%

0.6%

8.5%

2.1%

1.4%

9.6%

5.6%

27.5%

20.0%

16.2%

5.6%

23.0%

32.7%

14.9%

16.8%

14.7%

28.4%

61.2%

52.9%

82.4%

48.5%

53.8%

73.3%

59.2%

68.6%

29.2%

9.4%

8.5%

9.8%

9.2%

9.2%

9.8%

9.4%

10.6%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アクロスあらかわ

（障害者福祉会館）

精神障害者地域生活

支援センター（アゼリア）

荒川区精神障がい者

相談支援事業所（コンパス）

就労移行・就労継続支援

（作業所）

グループホーム

福祉ホーム

障害者就労支援センター

（じょぶあらかわ）

東京都障害者

総合スポーツセンター

足立公共職業案所

（ハローワーク足立）

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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【精神障がい者】 

精神障害者地域生活支援センター「アゼリア」を利用しない理由 

 
 
【精神障がい者】 

精神障害者相談支援事業所「コンパス」を利用しない理由 

 
 
  

76.5 

10.0 

5.5 

2.3 

1.0 

15.9 

2.3 

0 20 40 60 80 100

アゼリアを知らない

相談がしにくい

場所が遠い

他区の地域生活支援センターを利用している

精神障がい者相談支援事業所「コンパス」を利

用している

その他

無回答

(%)（n=511）

87.1 

5.5 

4.7 

2.4 

2.1 

9.8 

3.1 

0 20 40 60 80 100

コンパスを知らない

精神障害者地域生活支援センター「アゼ

リア」を利用している

相談がしにくい

他区の地域生活支援センターを利用し

ている

場所が遠い

その他

無回答

(%)（n=676）
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【難病患者】（n=646） 

 

 

＜その他のサービス＞

20.4%

24.1%

57.9%

62.8%

60.7%

66.1%

59.0%

14.6%

11.6%

12.2%

12.5%

11.9%

3.7%

0.0%

1.4%

0.6%

0.2%

1.2%

0.9%

1.9%

1.4%

0.3%

22.8%

24.6%

27.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学相談

日常生活用具の給付

補装具の交付

地域移行支援

計画相談支援

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

 

 

  

＜在宅系サービス＞

44.1%

34.7%

43.0%

59.1%

43.5%

9.4%

10.8%

12.2%

10.1%

4.3%

0.2%

0.8%

1.4%

1.5%

0.9%

0.3%

0.9%

50.0%

28.2%

44.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

デイサービス

ショートステイ（短期入所）

ガイドヘルパー

ホームヘルプ

現在利用中 利用経験あり 知ってるが利用なし 知らない 無回答
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＜施設利用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5%

0.0%

1.2%

0.3%

0.0%

0.6%

0.0%

2.0%

0.3%

9.9%

2.9%

0.8%

7.0%

0.5%

29.4%

18.9%

49.4%

34.5%

22.4%

35.9%

27.9%

58.5%

70.1%

28.9%

51.9%

65.5%

45.7%

59.4%

9.6%

10.7%

10.5%

10.4%

11.3%

10.8%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アクロスあらかわ

（障害者福祉会館）

障害者就労支援センター

（じょぶあらかわ）

荒川区保健所

東京都難病相談・

支援センター

東京都障害者

総合スポーツセンター

足立公共職業案所

（ハローワーク足立）

東京都児童相談所

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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【障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）】（n=67） 

＜在宅系サービス＞

20.9%

28.4%

35.8%

14.9%

28.4%

71.6%

58.2%

52.7%

22.4%

50.7%

71.6%

55.2%

13.4%

77.6%

13.4%

13.4%

10.4%

13.4%

13.4%

13.4%

0.0%

0.3%

0.0%

1.5%

16.4%

3.0%

28.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

1.5%

0.0%

10.4%

0.0%

14.9%

25.4%

4.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日中一時支援サービス

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

児童発達支援

ショートステイ（短期入所）

ガイドヘルパー

ホームヘルプ

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答

 

 

＜その他のサービス＞

29.9%

29.9%

13.4%

10.4%25.4%

11.9%

10.4%

11.9%

23.9%

32.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学支援

障害児相談支援

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし

知らない 無回答
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＜施設利用＞ 

 

14.9%

68.7%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

11.9%

19.4%

0.0%

49.3%

1.5%

0.0%

4.5%

31.3%

9.0%

19.4%

28.4%

25.4%

22.4%

44.8%

29.9%

1.5%

65.7%

9.0%

59.7%

64.2%

37.3%

11.9%

1.5%

14.9%

11.9%

13.4%

13.4%

13.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アクロスあらかわ

（障害者福祉会館）

心身障害者福祉センター

（荒川たんぽぽセンター）

精神障碍者地域生活

支援センターアゼリア

荒川区役所

東京都心身

障害者福祉センター

東京都障害者

スポーツセンター

東京都児童相談所

現在利用中 利用経験あり 知っているが利用なし 知らない 無回答
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７ 医療機関の利用状況 

○  定期的に通院している人は、身体障がい者では81.6％、知的障がい者では

56.1％、難病患者では95.5％、障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）では

17.9％となっています。精神障がい者で継続して治療をしている人も94.8％と

なっており、障がい者の高齢化や障がいの重度化が進んでいることから、保健・医

療のニーズが高まっています。 

 
【身体障がい者】（複数回答） 

 

 

【知的障がい者】（複数回答） 

 

 

 

 

81.6 

79.1 

16.6 

10.8 

3.6 

2.7 

0 20 40 60 80 100

定期的に病院に通っている

毎日薬を飲んでいる

病気がちである

不安はない

病院に入院している

無回答

(%)（n=3,086）

56.1 

50.0 

19.4 

16.2 

2.8 

2.4 

0 20 40 60 80 100

定期的に病院に通っている

毎日薬を飲んでいる

ほとんど病院には行かない

時々病院で受診している

病院に入院している

無回答

(%)（n=506）
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【精神障がい者】（複数回答） 

 

○ 「入院中」又は「入院経験あり」の人の現在までの入院期間の合計は、「1年未満」

が最も多く50.4％、次いで「1年以上5年未満」が15.3％となっており、10

年以上の方は1.5％ほどいます。 

○ 前回調査時（「１年未満」43.2％、「1年以上5年未満」28.6％、「10年以上」

6.6％）と比べ、１年以上の入院者の割合が減り、入院期間１年未満の人が増えて

います。 

 
入院期間 人数 

ｎ＝ 339 人 

１． １年未満 
  171 人 

  50.4 ％ 

２． １年以上５年未満 
  52 人 

  15.3 ％ 

３． ５年以上１０年未満 
  3 人 

  0.9 ％ 

４． １０年以上 
  5 人 

  1.5 ％ 

  無回答 
  108 人 

  31.9 ％ 

 
  

6人

5人

3人

323人

10人

1人

316人

16人

0人

34人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

無回答

中断

治療中

n=716 入院中 入院経験あり 入院経験なし 無回答

1人

1人
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【難病患者】 

  

 

 
 
【障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）】（複数回答） 

  

 
  

1.2 

1.1 95.5 

0.8 1.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29年度調査
（n=646）

入院している 往診してもらっている 通院している

通院と往診の両方をしている 診察は受けていない 無回答

55.2

23.9

17.9

10.4

0.0

3.0

0 20 40 60 80 100

ほとんど病院には行かない

時々病院で受診している

定期的に病院に通っている

毎日薬を飲んでいる

病院に入院している

無回答

(%)（n=67）
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８ 障がいに対する差別や偏見 

（１）差別や偏見を感じた経験 

○  障がいに対して差別や偏見を感じた経験について、「経験がある」「少しある」

と回答した方が、身体障がい者では18.2％、知的障がい者では50.8％、精神障

がい者では42.6％、難病患者では13.9％、障害児通所支援利用者（手帳不所持

の方）では35.8％となっています。特に知的障がい・精神障がいの方で、差別や

偏見を感じた経験がある方が多くなっており、差別解消のための取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.4 

4.6 

23.3 

30.0 

8.7 

22.4 

9.3 

19.3 

20.8 

9.5 

35.8 

68.0 

33.2 

20.2 

57.2 

26.9 

14.4 

19.4 

24.1 

14.3 

1.5 

3.7 

4.7 

4.9 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障がい児
(n=67)

難病患者
(n=646)

精神障がい者
(n=716)

知的障がい者
(n=506)

身体障がい者

（n=3,086)

ある

少しある

ない

わからない

無回答



第２章 障がい者・障がい児等を取り巻く現状 

60 
 

（２）差別や偏見を感じたとき 

○  差別や偏見を感じたときは、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者では「他

の人同士が話しているのを聞いているとき」が最も多く、難病患者では「自分がや

りたいことを止められたとき」で26.7％、障害児通所支援利用者（手帳不所持の

方）では「自分が人と話をしているとき」で54.2％となっています。 

 

 

  

0.0%

37.5%

8.3%

33.3%

54.2%

13.3%

47.8%

14.4%

16.7%

26.7%

9.2%

38.0%

29.5%

41.6%

37.4%

15.6%

39.3%

21.4%

36.2%

32.3%

17.4%

40.4%

22.2%

26.5%

22.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

自分がやりたいことを

止められたとき

他の人同士が話してい

るのを聞いているとき

自分が人と

話をしているとき
身体障がい者

（n=3,086)

知的障がい者
(n=506)

精神障がい者
(n=716)

難病患者
(n=646)

障がい児
(n=67)
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（３）差別をなくし障がいへの理解を進めるために必要なこと 

○  障がいへの理解を進めるために必要なことについて、最も多かった項目は、身体

障がい者、知的障がい者、難病患者、障害児通所支援利用者（手帳不所持の方）で

は「学校で、障がいに関する教育や情報提供を行う」、精神障がい者では「一般企

業への講師派遣や出前講座等を行うことにより、障がい者雇用に対する企業の意識

を高める」となっています。 

○  実際に障がい者と交流することだけでなく、学校や企業での障がい者に関する教

育や雇用が差別をなくしていくために必要なことであると考えていることがわか

ります。 

  

4.5%

14.9%

26.9%

19.4%

19.4%

34.3%

41.8%

82.1%

24.1%

5.7%

25.4%

24.5%

16.6%

29.7%

34.1%

44.3%

19.0%

12.2%

32.5%

18.7%

26.8%

26.4%

41.9%

36.5%

20.2%

9.3%

31.8%

33.6%

27.1%

41.5%

46.8%

50.0%

33.6%

0.7%

26.8%

22.9%

19.4%

29.0%

26.9%

35.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無回答

その他

障がい者の生活や障がいについての正しい知

識を伝える冊子等を作成・配布する

福祉施設の地域開放等を行うことにより、地域

住民との交流を進める

障がいについての正しい知識を普及啓発する

ために、講演会等を開催する

地域行事への障がい者の参加促進等、障がい

のない人との交流の場を増やす

一般企業への講師派遣や出前講座等を行うこ

とにより、障がい者雇用に対する企業の意識を

高める

学校で、障がいに関する教育や情報提供を行

う

身体障がい者

（n=3,086)

知的障がい者
(n=506)

精神障がい者
(n=716)

難病患者
(n=646)

障がい児
(n=67)
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【 施設入所者 】 

１ 調査対象者の状況 

（１）性別と年齢について 

○  年齢構成をみると、身体障がい者・知的障がい者とも50歳以上が半数以上を占

めています。 

 

ｎ＝ 9 人 ｎ＝ 70 人 ｎ＝ 79 人

5 人 41 人 46 人

55.6 ％ 58.6 ％ 58.2 ％

4 人 29 人 33 人

44.4 ％ 41.4 ％ 41.8 ％

0 人 0 人 0 人

0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

ｎ＝ 9 人 ｎ＝ 70 人 ｎ＝ 79 人

0 人 0 人 0 人

0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

0 人 5 人 5 人

0.0 ％ 7.1 ％ 6.3 ％

0 人 10 人 10 人

0.0 ％ 14.3 ％ 12.7 ％

1 人 9 人 10 人

11.1 ％ 12.9 ％ 12.7 ％

3 人 18 人 21 人

33.3 ％ 25.7 ％ 26.6 ％

2 人 8 人 10 人

22.2 ％ 11.4 ％ 12.7 ％

3 人 17 人 20 人

33.3 ％ 24.3 ％ 25.3 ％

0 人 0 人 0 人

0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

0 人 3 人 3 人

0.0 ％ 4.3 ％ 3.8 ％

合計

1 男性

2 女性

身体障がい者 知的障がい者

知的障がい者 合計

1 １５歳～１７歳

無回答

年齢
身体障がい者

4 ４０歳～４９歳

5 ５０歳～５９歳

2 １８歳～２９歳

3 ３０歳～３９歳

8 ７５歳以上

無回答

6 ６０歳～６４歳

7 ６５歳～７４歳
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２ 今後生活したい場所 

（１）施設入所者が将来望んでいる暮らし方について 

○  将来も「現在の施設で暮らしたい」を選んだ方が、身体障がい者は9人中5人、

知的障がい者は70人中39人で全体数の55.7％です。 

○  一方、「施設を出て地域で生活したい」を選んだ方は、身体障がい者は0人、

知的障がい者は70人中7人で全体数の8.9％です。 

ｎ＝ 9 人 ｎ＝ 70 人 ｎ＝ 79 人

5 人 39 人 44 人

55.6 ％ 55.7 ％ 55.7 ％

2 人 4 人 6 人

22.2 ％ 5.7 ％ 7.6 ％

0 人 7 人 7 人

0.0 ％ 10.0 ％ 8.9 ％

1 人 14 人 15 人

11.1 ％ 20.0 ％ 19.0 ％

0 人 1 人 1 人

0.0 ％ 1.4 ％ 1.3 ％

1 人 5 人 6 人

11.1 ％ 7.1 ％ 7.6 ％

2 別の施設

5 その他

6 無回答

3 施設を出て地域で生活したい

4 わからない

知的障がい者 合計

1 現在の施設

身体障がい者
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３ 障がいに対する差別や偏見 

（１）差別や偏見を感じた経験 

○  「経験がある」「少しある」を選んだ方が、身体障がい者は9人中4人、

知的障がい者は70人中15人で、全体で24.1％の方が「経験がある」「少

しある」と回答しています。 

ｎ＝ 9 人 ｎ＝ 70 人 ｎ＝ 79 人

1 人 11 人 12 人

11.1 ％ 15.7 ％ 15.2 ％

3 人 4 人 7 人

33.3 ％ 5.7 ％ 8.9 ％

3 人 16 人 19 人

33.3 ％ 22.9 ％ 24.1 ％

2 人 36 人 38 人

22.2 ％ 51.4 ％ 48.1 ％

0 人 3 人 3 人

0.0 ％ 4.3 ％ 3.8 ％

知的障がい者 合計

1 経験がある

差別や偏見を感じた経験
身体障がい者

2 少しある

5 無回答

3 ない

4 わからない

 

 

（２）差別や偏見を感じたとき（複数回答） 

○  「自分が人と話をしているとき」を選んだ人が身体障がい者は4人中2人、

知的障がい者は15人中4人で、全体で31.6％の方が回答しています。 

ｎ＝ 4 人 ｎ＝ 15 人 ｎ＝ 19 人

2 人 4 人 6 人

50.0 ％ 26.7 ％ 31.6 ％

1 人 3 人 4 人

25.0 ％ 20.0 ％ 21.1 ％

1 人 2 人 3 人

25.0 ％ 13.3 ％ 15.8 ％

1 人 8 人 9 人

25.0 ％ 53.3 ％ 47.4 ％

0 人 0 人 0 人

0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

知的障がい者 合計

1 自分が人と話をしているとき

差別や偏見を感じたとき
身体障がい者

2
他の人同士が話しているのを聞
いているとき

5 無回答

3
自分がやりたいことを止められ
たとき

4 その他
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（３）差別をなくし障がいへの理解を進めるために必要なこと（複数回答） 

○  「地域行事への障がい者の参加促進等、障がいのない人との交流の場を増やす」

を選んだ人が全体で最も多く、身体障がい者は9人中4人、知的障がい者は70

人中34人で、全体で48.1％の方が回答しています。 

ｎ＝ 9 人 ｎ＝ 70 人 ｎ＝ 79 人

4 人 34 人 38 人

44.4 ％ 48.6 ％ 48.1 ％

1 人 25 人 26 人

11.1 ％ 35.7 ％ 32.9 ％

5 人 23 人 28 人

55.6 ％ 32.9 ％ 35.4 ％

1 人 9 人 10 人

11.1 ％ 12.9 ％ 12.7 ％

2 人 6 人 8 人

22.2 ％ 8.6 ％ 10.1 ％

3 人 9 人 12 人

33.3 ％ 12.9 ％ 15.2 ％

1 人 17 人 18 人

11.1 ％ 24.3 ％ 22.8 ％

2 人 10 人 12 人

22.2 ％ 14.3 ％ 15.2 ％

6

一般企業への講師派遣や出前講
座等を行うことにより、障がい
者雇用に対する企業の意識を高
める

7 その他

8 無回答

知的障がい者 合計

1
地域行事への障がい者の参加促
進等、障がいのない人との交流
の場を増やす

差別をなくし障がいへの理解を進め
るために必要なこと

身体障がい者

2
福祉施設の地域開放等を行うこ
とにより、地域住民との交流を
進める

5
障がい者の生活や障がいについ
ての正しい知識を伝える冊子等
を作成・配布する

3
学校で、障がいに関する教育や
情報提供を行う

4
障がいについての正しい知識を
普及啓発するために、講演会等
を開催する

. 

 



 


